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大学は競争すればよくなるのか

徳島大学総合科学部

山口裕之

要点

①大学に対する「競争主義的」政策の実態

② 「大学は競争すればよくなるのか」以前に、
日本の大学は「悪い」のか？

③政府・財務省の見解：「論文数の低下は改革
の遅れが原因」

④なぜ「競争主義的」政策は大学を破壊する
のか？

⑤研究者を業績評価で競争させるとどうなる
か？

⑥では、どうすればよいか

①大学に対する「競争主義的」政策の実態

• 2004年、国立大学の独立法人化
–中期計画期間での大学評価で交付金を増減

–「機能強化経費」・「機能強化促進経費」

–2019年、計画期間中だが評価による配分・共通
指標による評価（交付金の10％）
→CSTIでは「22年度からは交付金の全額を評価により配分」と
いう意見も。（1）

–教員の「年俸制」化を推進

これは「競争」なのか？

• 実態は書類審査
– これまでは（いちおう）大学が設定した目標を達
成したかどうかで評価。

–共通指標による評価：「会計マネジメント、外部資
金、若手研究者比率、Top10％論文数、人事給
与・施設マネジメント」。（2）

＝教育や研究と直接関係ない指標

–政府が考える大学の運営形態に従わせることが
「競争」の目的となっている。

②「大学は競争すればよくなるのか」以前に、
日本の大学は「悪い」のか？

• 「日本の大学は世界大学ランキングで下位」
– 大学ランキングへの批判：英語圏に有利・評価項目が変動・
イギリスの大学ブランディング戦略。（3）

– 19年版THEランキングでは、日本の大学のランクイン数はア
メリカに次いで2位。（4）

• ノーベル賞受賞者数：2000年以降アメリカに次いで2
位、全期間でも5位（平和賞を除く）。

• OECDの大卒者テスト：日本の大卒者の成績は世界上
位。（5）

→現在、論文数の低下などで実際に「悪く」なっている。

グラフ：主要国における論文数の推移
（出所：2018年版「科学技術白書」33頁より）
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表：Top10％補正論文数：上位10か国・地域（出所：同上）
③政府・財務省の見解：「論文数の低下は

改革の遅れが原因」（6）

• 大学改革は日本の大学の研究力が低いか
ら始められたのではない。
–国家公務員削減策

–アメリカの大学のような「イノベーションのセン
ターに」

• 論文数の低下が起こったのは「大学改革」以
降。

→論理的に考えて、「論文数の低下は改革の
遅れが原因」はありえない。

④なぜ「競争主義的政策」は大学を破壊
するのか？

• 人件費や施設費、物件費等に充てられる基本的
な予算の削減。競争主義的に配分される額の増
加。

• 若手研究者の有期雇用化。

• 人員減・書類書き増加による負担増。

• 政策決定者が現場にいないので、弊害の当事
者にならない。

• 弊害は大学のせいにされて「改革」が強化される。

• 「改革」の自己目的化。

⑤研究者を業績評価で競争させると
どうなるか

• 短期的な成果を求め、チャレンジングな研究
はしなくなる。

• 研究不正が増える。
• 「業績不振」として給料を減額された者は、余
計に頑張らなくなり、組織に対して報復的な
行動をとる。

–業績評価による競争の弊害については、富士通
の事例が有名。（7）

–アメリカの事例については（8）。

⑥では、どうすればよいか

• 「競争主義的」政策を見直す。

• 人件費や施設費、物件費等に充てられる基
本的な予算を保証したうえで、プラスアルファ
をめぐっての競争なら（多少の）効果はある。
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